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～  感謝・マナー・勝負 ～ 

 

【 礼を正す 】 
 

あいさつで、 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 選手推戴式 激励のことば 】 
 

 皆さんは新チームになって、限られた練習の

なかであったのにも関わらず、たくさんのもの

を得てきたのではないでしょうか。チームとし

ての団結力や技のレベルアップ・仲間との助け

合い、友情も深め合ったことと思います。 
  

１年生の皆さん、初めての中総体ですね。緊

張もあると思いますが最後まで元気で楽しく

取り組んできてください。 

２年生の皆さん、去年の経験を得て負けた悔

しさや勝った喜びを胸に練習してきた成果を、

試合でぶつけてきてください。 

そして、３年生の皆さん、最後の中総体にな

りましたね。皆さんはこの日見中に入って、ほ

ぼ毎日練習していたことを、私は知っていま

す。その姿は、まるで夜空に光る星のように輝

いていました。入学して来た頃と比べて急激に

成長しているように見えました。その力を是非

試合で発揮してきてください。そして、勝った

先の宝石をその手で掴
つ か

み取ってきてください。 
 

あらためて選手の皆さん、私達は日々の練習

を頑張ってきた皆さんのことを、心から応援し

ています。頑張ってきてください。 
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令和４年６月２１日 

第５号 

文責 校長 平野 

【 大会の主な結果 】 
 

 団体 
    優勝 男子バドミントン 
    ３位 男子水泳部 
  
個人 

  男子バドミントンシングルス  
    １位 草ノ瀬 悠生 
    ２位 井上 莉桜 
    ３位 村川 翔真 
  男子バドミントンダブルス 
    １位 吉次 和義・後藤 洸太 
    ２位 増田 大輝・左村 都之助 
    ３位 森下 遼太郎・渡辺 暁翔    

水泳競技 
   共通男子１００M 平泳・２００M 平泳 
    ２位 辻本 竜靖・４位 辻本 竜靖 
   共通男子２００M 背泳 

５位 松尾 彩希 
１年男子４×５０M フリーリレー 
２位 浦川 雄生・久松 絢太 

山脇 大晟・松尾 到哉 
 
  
 
 

 

 

長崎市中総体が６月１１日（土）～１３日

（月）および１８日（土）・１９日（日）の

日程で行われました。生徒達は、標記選手心

得を胸に留めて参加しました。 

スポーツは自分との戦いだと言われます。

相手が強ければ「恐れ」弱ければ「侮
あなど

る」 

のが人の習性です。しかし、そんな自分の「弱

い心」に打ち勝つことこそスポーツの目的だ

と言えるでしょう。 

「強い心」＝「勇気」を手に入れるため、 

“勇往邁進”を合言葉に、皆精一杯競技に取

り組みました。 



【 情報モラル教育 】 
 

 便利で楽しい情報機器。今や大人も子ど

もも手放せなくなっています。しかし、一

歩間違うと大変なトラブルに巻き込まれる

ことがあります。 

そこで、正しく使うことができるように

標記タイトルで学年ごとに講話を行ってい

ただきました。講師は昨年に続き、精道三

川台中高等学校の教師で県メディア安全指

導員でもある、今村健吾先生です。 
 

「スマホは便利で楽しい。使うなという

話をしに来たのではない。正しく使っても

らうために来た。」と前おきしたうえで、

主に右の１～５などについて話していただきました。 
 
        

「スマホ社会と中学生」 

～ IT はあなたの未来を幸せにするのか～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 スマホ・ネット 使用能力チェック 】   
 

メディアを利用する「力」について、各自でチェックしてもら 

いました。ここでは質問の中から、１０個だけ例をあげています。 

１つでも４未満であれば使う資格がないということです。 

 

① 利用規約を読んでいるか 

② 機能・アプリ・機器の使用目的を理解し、説明できるか 

③ 使用の危険性を理解しているか 

④ 管理責任者はだれか知っているか 

⑤ 何か起きたら、保護者と相談できるか 

⑥ 使用時間を自分で制御できるか 

⑦ 自分で決めた約束を守ることができるか 

⑧ 異なる意見を聞いて、考えることができるか 

⑨ 感情的になっても、自分の行動を抑えることができるか 

⑩ 上記質問に分からない言葉がなく、理解して回答できるか 

  

１ LINE等が無料であるカラクリ 

個人データが経済資源になっている 

２ メディアと学力との関係 

時間が長くなると、脳の力が落ちる 

アウトメディアウィークが大切 

３ 身体へのダメージ 

脳、そして目や体 ＝ 直接的なダメージ 

睡眠時間の減少 ＝ 体に大敵 

４ 依存性 

「ポケットの中に麻薬と同等のものが

あると考えてみて欲しい」 

５ 「一人でボー」とする時間を奪われている 

思春期は思考力を高める大切な時期 

   

 
５点 よくできている 
４点 まあできている 
３点 あまりできていない 
２点 まったくできていない 
１点 わからない  

点  数  
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